
明治大学の百年（Ⅱ）商学部九十年の歩み

言語: Japanese

出版者: 明治大学

公開日: 2013-05-27

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 浅田, 毅衛

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10291/15751URL



IIIIIgllllI

明
治
大
学
の
百
年
（
∬
）

’1111111，II

明
治
大
学
の
百
年
（
皿
）

商
学
部
九
十
年
の
歩
み

浅

田
　
毅
　
衛

（
あ
さ
だ
・
た
け
え
）
　
商
学
部
教
授

（
日
本
商
業
史
・
日
本
経
営
史
）
。
商
学

博
士
。
明
治
大
学
百
年
史
編
纂
委
員
。

一
九
三
〇
年
兵
庫
県
生
れ
。
本
学
商
学

部
卒
、
同
大
学
院
商
学
研
究
科
博
士
課

程
修
了
。
主
著
「
イ
ギ
リ
ス
賃
労
働
形

成
史
論
」
（
白
桃
書
房
）
・
「
日
本
近
代

経
営
の
夜
明
け
」
（
白
桃
書
房
）
。

253



一
、
商
学
部
の
誕
生
と
発
展
の
基
礎
づ
く
り

　
商
学
部
が
創
立
さ
れ
た
の
が
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
九
月
で
あ
り
、
今
年
で
満
九
〇
年
を
迎
え
る
。

商
学
部
誕
生
ま
で
の
足
跡
を
み
て
み
る
と
、
一
九
〇
三
年
「
専
門
学
校
令
」
が
制
定
さ
れ
明
治
法
律
学
校

か
ら
明
治
大
学
へ
と
改
称
し
、
専
門
学
校
か
ら
大
学
に
組
織
編
成
す
る
な
か
で
生
れ
た
。
校
友
総
会
で
法

学
部
・
政
学
部
・
文
学
部
の
明
治
大
学
組
織
拡
張
案
が
提
案
さ
れ
、
校
友
実
業
会
総
会
で
大
学
幹
事
よ
り

「
商
学
部
設
置
」
の
建
議
案
が
提
出
、
可
決
の
手
続
き
が
と
ら
れ
、
明
治
大
学
に
法
科
に
加
え
新
た
に
商

科
を
増
設
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
商
科
設
置
の
趣
旨
を
紹
介
し
て
お
く
と
「
元
来
我
邦
に
於
て
専
門
の

商
業
教
育
機
関
は
、
其
数
国
よ
り
少
し
と
せ
ざ
る
も
、
或
は
徒
ら
に
高
遠
に
馳
せ
て
学
理
に
偏
し
、
実
用

を
為
し
難
き
の
憾
み
あ
る
も
の
あ
り
。
（
中
略
）
故
に
本
学
に
於
て
は
当
初
よ
り
意
を
此
点
に
致
し
十
分

に
程
度
を
高
く
し
て
、
大
学
の
名
に
負
か
ざ
る
の
学
術
を
授
く
る
と
同
時
に
亦
深
く
実
用
の
上
に
注
意

し
、
学
理
実
際
兼
ね
通
ず
る
の
人
材
を
養
成
し
商
業
教
育
の
模
範
を
以
て
自
ら
任
せ
ん
こ
と
を
期
」
す
る

も
の
で
あ
る
と
述
べ
、
こ
れ
が
商
学
部
の
教
育
理
念
と
な
っ
て
翌
年
九
月
「
授
業
開
始
」
の
運
び
と
な
っ

た
。
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こ
う
し
て
商
学
部
は
一
九
〇
四
年
九
月
一
二
月
開
講
し
た
。
そ
の
ス
タ
ー
ト
直
後
の
商
学
部
に
つ
い

て
、
中
央
新
聞
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。
「
明
治
大
学
商
学
部
は
本
月
一
二
日
よ
り
開
講
せ
り
。
教

授
は
何
れ
も
斯
学
界
有
数
の
上
、
方
針
等
も
主
と
し
て
講
師
の
意
見
に
重
き
を
置
き
専
ら
学
力
実
力
両
全

の
人
物
を
養
成
す
る
の
目
的
な
る
由
に
て
目
下
本
科
専
門
科
共
入
学
者
頗
る
多
く
意
外
の
盛
況
を
呈
し
居

れ
り
」
と
（
九
月
一
六
日
付
）
。
当
時
、
私
学
に
お
け
る
商
学
部
は
、
明
治
大
学
開
講
半
年
前
の
一
九
〇

三
（
明
治
三
六
）
年
四
月
に
早
稲
田
大
学
の
高
等
予
科
が
開
講
さ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
に
明
大
商
学
部
の
開
講
に
あ
た
っ
て
は
、
東
京
高
等
商
業
学
校
（
現
一
橋
大
学
）
や
帝
国
大
学
（
現
東

京
大
学
）
の
協
力
が
必
要
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
東
京
高
等
商
業
学
校
の
支
援
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か

っ
た
。
東
京
商
工
会
議
所
初
代
会
頭
渋
沢
栄
一
、
校
友
実
業
会
名
誉
校
員
名
村
泰
蔵
ら
の
努
力
に
よ
っ

て
、
多
く
の
有
名
な
東
京
高
等
商
業
学
校
の
教
授
を
講
師
に
招
き
、
そ
の
教
育
理
念
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し

て
開
講
し
た
。
そ
の
講
師
の
な
か
に
、
東
京
高
等
商
業
学
校
の
校
長
を
務
め
た
佐
野
善
作
を
は
じ
め
明
治

大
学
商
学
部
長
に
就
任
し
た
志
田
鐸
太
郎
や
後
に
商
学
部
の
専
任
教
授
に
な
っ
た
多
く
の
有
名
な
学
者
の

名
前
が
見
ら
れ
る
。

　
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
明
大
商
学
部
長
と
な
っ
た
佐
野
善
作
は
『
学
叢
』
創
立
三
〇
年
記
念
号
の
な
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か
で
、
「
明
治
大
学
商
科
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
開
講
当
時
の
商
学
部
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
。
「
1
前

略
－
明
治
大
学
商
科
の
特
長
と
し
て
、
他
校
に
卓
越
せ
る
点
は
、
］
に
し
て
足
ら
ぬ
け
れ
と
も
、
其
最
も

重
な
る
も
の
は
、
第
一
学
科
課
程
の
整
頓
せ
る
こ
と
、
第
二
講
師
の
顔
振
れ
の
最
も
良
き
こ
と
の
二
点
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

あ
る
。
1
中
略
ー
ソ
コ
デ
余
は
東
都
に
出
て
二
商
業
教
育
を
受
け
、
商
業
学
科
を
修
得
せ
ん
と
す
る
者
に

高
等
商
業
学
科
は
将
来
は
解
ら
ぬ
が
、
現
今
の
所
で
は
之
を
官
学
の
東
京
高
等
商
業
学
校
に
学
は
ず
ん

ば
、
之
を
私
学
の
明
治
大
学
商
科
に
修
む
へ
し
と
言
ふ
こ
と
を
忠
告
す
る
」
（
明
治
四
四
年
）
。
そ
の
ほ
か

商
学
部
が
好
評
を
受
け
た
要
因
と
し
て
、
勉
学
意
欲
あ
る
学
生
の
自
治
活
動
と
団
結
し
た
商
科
同
窓
会
の

卒
業
生
の
活
動
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
学
生
の
活
動
は
学
生
相
互
の
親
睦
と
啓
蒙
を
図
る
た
め
の
体

育
活
動
組
織
「
商
科
駿
台
会
」
商
学
研
究
の
た
め
の
組
織
「
商
業
学
会
」
な
ど
を
結
成
し
、
商
科
講
義
録

の
発
行
「
商
科
演
説
会
」
「
雄
弁
会
」
を
催
す
な
ど
、
活
発
な
自
治
活
動
を
展
開
し
た
。
一
九
〇
七
（
明

治
四
〇
）
年
「
第
一
回
卒
業
生
」
を
世
に
送
り
、
「
就
職
状
況
」
も
非
常
に
好
調
で
、
金
融
・
流
通
部
門

を
は
じ
め
一
流
企
業
に
多
く
の
人
材
を
送
っ
た
。
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
「
商
科
同
窓
会
」
が
「
明

治
大
学
商
科
大
学
又
は
商
学
部
に
関
係
あ
る
学
友
の
親
睦
を
厚
ふ
し
且
つ
内
外
商
業
の
振
興
を
謀
る
」
こ

と
を
目
的
に
結
成
さ
れ
、
さ
ら
に
、
校
友
実
業
会
で
は
渋
沢
栄
一
を
評
議
員
に
招
聰
し
た
り
、
商
科
同
窓
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会
と
の
懇
談
会
を
催
す
な
ど
卒
業
生
の
協
力
し
た
校
友
活
動
を
通
じ
て
従
来
の
個
人
的
就
職
活
動
か
ら
企

業
人
の
知
識
向
上
、
さ
ら
に
商
学
部
教
育
の
助
言
、
発
展
へ
と
会
の
活
動
を
広
げ
て
い
っ
た
。
こ
う
し

て
、
商
学
部
は
、
教
員
・
卒
業
生
・
在
学
生
が
一
体
と
な
っ
て
、
創
立
期
に
商
学
部
発
展
の
基
礎
を
つ
く

っ
た
と
い
え
る
。

二
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
・
関
東
大
震
災
の
中
で
の
商
学
部

　
一
九
＝
一
年
か
ら
大
正
期
に
入
り
、
そ
の
年
の
四
月
に
創
立
者
で
明
治
大
学
の
初
代
学
長
を
務
め
た
岸

本
辰
雄
が
逝
去
し
、
明
治
大
学
に
一
つ
の
時
代
の
終
焉
と
、
新
し
い
時
代
の
転
機
を
思
わ
せ
た
。

　
明
治
大
学
に
と
っ
て
岸
本
の
死
は
悲
し
く
大
き
な
出
来
事
だ
っ
た
。
彼
は
早
稲
田
の
大
隈
重
信
や
慶
応

の
福
沢
諭
吉
の
よ
う
に
政
治
・
経
済
界
の
大
物
と
し
て
世
に
知
ら
れ
た
有
名
人
で
は
な
い
が
、
明
治
大
学

を
創
立
し
、
そ
の
基
盤
を
つ
く
っ
た
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
人
な
の
で
あ
る
。
創
立
の
盟
友
矢
代
操
を
一
八

九
一
（
明
治
二
四
）
年
に
、
宮
城
浩
蔵
を
一
八
九
三
年
に
失
な
い
、
そ
の
後
を
岸
本
は
明
治
法
律
学
校
・

明
治
大
学
の
運
営
を
一
身
に
担
い
今
日
の
大
学
の
基
礎
を
つ
く
り
あ
げ
た
人
で
あ
る
。
私
が
彼
の
人
物
像

の
な
か
で
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
、
先
述
し
た
明
治
大
学
に
改
称
し
た
時
の
校
長
演
説
で
あ
る
。
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こ
の
演
説
は
「
明
治
大
学
主
義
」
と
題
し
て
、
「
学
校
教
育
な
る
も
の
は
（
略
）
知
識
を
学
生
に
注
入
す

る
に
非
ず
し
て
却
て
学
生
の
知
識
を
開
発
す
る
に
過
ぎ
ず
諸
君
が
最
後
の
教
育
老
、
最
上
の
教
育
者
は
諸

君
自
身
た
る
こ
と
を
記
憶
せ
ん
こ
と
を
要
す
」
と
、
今
も
生
き
続
け
る
明
治
大
学
教
育
理
念
の
名
語
録
で

あ
る
。
岸
本
は
明
治
大
学
の
建
学
精
神
「
権
利
自
由
・
独
立
自
治
」
を
基
に
、
学
生
の
「
開
発
主
義
」
、
「
自

由
討
究
主
義
」
、
そ
し
て
規
律
あ
る
「
放
任
主
義
」
が
「
明
大
主
義
」
だ
と
訴
え
、
大
学
の
学
風
、
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

理
念
を
つ
く
り
あ
げ
た
。
明
大
人
と
な
ら
れ
た
新
入
生
諸
君
も
こ
の
言
葉
を
噛
み
し
め
心
に
残
し
て
欲
し

い
。

　
岸
本
の
死
と
と
も
に
迎
え
た
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
時
代
」
は
一
九
＝
二
（
大
正
二
）
年
の
護
憲
運
動

の
高
揚
か
ら
昭
和
恐
慌
の
到
来
す
る
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
ご
ろ
ま
で
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
時
期
に
は
、
護
憲
・
普
選
運
動
、
吉
野
作
造
の
民
本
主
義
あ
り
、
ま
た
、
日
本
共
産
党
を
中
心
と
し

た
左
翼
運
動
か
ら
そ
の
対
立
的
右
翼
運
動
の
台
頭
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
的
動
き
が
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
動
き
は
大
学
内
に
も
敏
感
に
反
映
し
た
。
そ
の
象
徴
的
事
件
が
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
の
「
大
学
令
」

制
定
後
に
お
き
た
大
学
経
営
へ
の
学
生
の
糾
弾
に
端
を
発
し
た
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
の
「
植
原
・
笹

川
事
件
」
や
学
生
連
合
会
・
駿
台
自
由
協
会
を
中
心
と
し
た
「
軍
事
教
練
反
対
運
動
」
で
あ
ろ
う
。
植
原
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・
笹
川
事
件
は
、
大
学
令
に
よ
っ
て
学
部
と
し
て
設
置
さ
れ
た
の
は
法
・
商
二
学
部
で
あ
り
、
政
治
経
済

学
部
は
供
託
金
が
な
く
見
送
ら
れ
た
。
政
治
学
志
望
者
は
法
学
部
政
治
学
科
に
属
し
、
講
座
・
授
業
な
ど

に
独
自
性
の
な
い
こ
と
を
不
満
と
し
た
学
生
が
、
学
生
大
会
の
名
を
以
て
木
下
学
長
と
田
島
学
監
（
理
事
）

の
勇
退
勧
告
を
決
意
し
、
こ
れ
に
大
学
当
局
が
運
動
の
中
心
的
政
治
学
科
学
生
八
名
の
放
校
処
分
と
学
生

に
同
情
的
な
憲
法
学
講
師
植
原
悦
二
郎
（
国
民
党
代
議
士
）
・
予
科
長
で
あ
っ
た
笹
川
悦
二
郎
を
免
職
処

分
に
し
た
学
内
紛
争
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
件
の
結
末
は
、
大
学
の
警
官
導
入
に
よ
る
乱
闘
事
件
に
発
展
し

大
学
史
に
汚
点
を
残
し
て
、
退
学
処
分
学
生
の
復
学
・
笹
川
教
授
の
復
職
と
大
学
側
理
事
の
総
辞
職
と
い

う
形
で
決
着
し
た
。

　
軍
事
教
育
反
対
運
動
は
、
文
部
省
・
陸
軍
省
の
中
等
学
校
以
上
の
学
校
に
現
役
将
校
を
配
属
し
教
練
を

担
当
さ
せ
よ
う
と
立
案
し
た
こ
と
に
対
す
る
教
員
・
学
生
の
全
国
的
反
対
運
動
で
あ
り
、
明
治
大
学
で
は

一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
九
月
の
学
生
連
合
会
を
中
心
と
し
た
運
動
が
最
大
に
盛
り
あ
が
っ
た
時
期
だ

っ
た
。
軍
教
反
対
講
演
会
に
は
商
学
部
教
授
の
太
田
黒
敏
男
・
赤
神
良
譲
な
ど
が
講
師
と
し
て
登
場
し
一

時
は
大
学
的
規
模
の
広
が
り
を
み
せ
る
が
、
弾
圧
と
軍
国
主
義
思
想
の
台
頭
を
背
景
に
翌
年
八
月
に
明
大

配
属
将
校
の
着
任
を
も
っ
て
こ
の
反
対
運
動
も
終
っ
た
。
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大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
黒
い
影
が
見
え
は
じ
め
た
一
九
二
一
二
（
大
正
一
二
）
年
九
月
一
日
関
東
地
方
に

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
九
の
大
地
震
が
起
り
、
大
き
な
被
害
を
大
学
に
も
た
ら
し
た
。
神
田
地
区
は
火
災

の
発
生
に
よ
っ
て
、
他
の
地
区
に
比
較
し
て
被
害
が
大
き
く
建
物
と
と
も
に
貴
重
な
図
書
文
献
を
焼
失

し
、
大
学
令
に
よ
っ
て
専
門
学
校
か
ら
大
学
へ
の
発
展
を
目
指
し
て
い
た
明
治
大
学
に
と
っ
て
、
こ
の
震

災
は
財
政
的
に
も
精
神
的
に
も
大
き
な
打
撃
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
富
谷
学
長
の
大
学
再
興
活
動
へ
の
一

層
の
努
力
と
奮
起
の
要
請
に
応
え
た
教
職
員
・
校
友
そ
し
て
学
生
は
一
丸
と
な
っ
て
一
日
も
早
い
授
業
再

開
を
目
指
し
て
活
動
し
た
。
教
職
員
は
授
業
再
開
・
図
書
館
再
興
活
動
に
、
卒
業
生
校
友
は
救
援
基
金
・

図
書
蒐
集
活
動
に
、
学
生
は
復
興
寄
付
金
募
集
の
た
め
に
運
動
部
員
は
全
国
を
転
戦
し
、
演
劇
部
員
は
全

国
を
巡
演
し
、
一
般
学
生
は
焼
跡
の
整
理
に
と
、
大
学
人
が
一
丸
と
な
っ
て
奮
闘
し
た
。
と
く
に
、
自
作

し
た
復
興
歌
を
唱
和
し
て
互
礫
と
化
し
た
大
学
の
焼
跡
整
理
活
動
や
記
念
館
建
設
費
の
学
生
各
自
年
額
一

一
円
募
金
活
動
な
ど
復
興
に
燃
え
る
学
生
た
ち
の
姿
は
今
も
語
り
草
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
明
大
人
の
復
興
活
動
に
よ
っ
て
、
大
震
災
一
ヶ
月
後
の
一
〇
月
に
は
授
業
が
再
開
さ
れ
、
震
災

を
転
機
と
し
て
新
し
い
大
学
建
設
の
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
た
。
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
の
第
一
期
工

事
の
起
工
を
皮
切
り
に
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
の
第
三
期
工
事
の
竣
成
式
を
も
っ
て
、
今
な
お
大
学
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の
象
徴
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
記
念
館
を
中
心
と
し
た
駿
河
台
本
館
校
舎
の
建
築
が
完
成
し
た
。

　
こ
の
新
校
舎
建
設
と
並
行
し
て
す
す
め
ら
れ
た
の
が
新
し
い
近
代
的
大
学
建
設
の
た
め
の
教
育
・
研
究

の
充
実
計
画
で
あ
っ
た
。
そ
の
最
初
の
課
題
が
予
科
教
育
制
度
の
改
革
と
充
実
で
あ
っ
た
。
予
科
教
育
は

専
門
学
校
令
の
施
行
に
よ
っ
て
、
大
学
の
予
備
教
育
と
し
て
生
ま
れ
た
が
、
大
学
令
の
施
行
に
よ
っ
て
大

学
へ
の
昇
格
条
件
と
な
り
、
高
等
学
校
と
同
一
水
準
の
大
学
予
科
の
設
置
が
必
要
と
さ
れ
、
明
治
大
学
で

は
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
学
則
を
改
正
し
て
初
代
予
科
長
に
笹
川
教
授
を
選
定
し
、
一
九
二
八
（
昭
和

三
）
年
に
は
文
部
省
に
「
大
学
予
科
生
徒
定
員
増
加
」
を
申
請
し
少
壮
予
科
長
に
小
林
秀
穂
を
招
膀
す
る

な
ど
予
科
教
育
体
系
の
確
立
を
計
っ
た
。
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
三
月
に
は
予
科
生
の
「
同
盟
休
講
」

ま
で
し
て
待
ち
続
け
た
予
科
校
舎
が
代
田
橋
に
竣
工
し
、
和
泉
丘
予
科
の
歴
史
は
始
動
し
た
。
他
面
大
学

教
育
の
充
実
に
向
け
て
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
に
政
治
経
済
学
部
が
学
部
と
し
て
開
講
し
、
一
九

二
九
（
昭
和
四
）
年
専
門
部
女
子
部
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
文
科
専
門
部
と
相
次
い
で
開
講
し
た
。

商
学
部
で
は
↓
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
専
門
部
二
部
商
科
が
開
講
し
、
翌
年
に
は
夜
間
商
業
学
校
（
付
属

校
中
・
高
校
の
前
身
）
が
設
立
さ
れ
た
。
二
部
夜
間
部
の
誕
生
は
大
正
中
期
か
ら
昭
和
初
期
の
大
衆
社
会

の
成
立
と
教
育
の
変
容
の
「
大
学
令
期
」
に
集
中
し
て
い
る
。
明
治
大
学
で
は
一
九
二
一
（
大
正
一
こ
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年
専
門
部
法
科
、
一
九
二
一
二
（
大
正
一
二
）
年
専
門
部
二
部
経
済
科
・
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
文
科
専

門
部
史
学
科
と
こ
の
期
に
開
講
し
て
い
る
。

　
三
、
戦
争
と
悲
哀
な
商
学
部

　
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
が
終
り
、
建
学
理
念
・
大
学
の
自
治
と
研
究
の
自
由
を
守
る
大
学
人
の
抵

抗
に
も
か
か
わ
ら
ず
学
園
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
化
・
戦
争
の
足
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。
明
大
に
も
一
九
三
三

（
昭
和
八
）
年
に
「
愛
国
学
生
会
」
、
一
九
三
六
（
昭
和
＝
）
年
「
精
神
国
防
会
」
、
日
中
戦
争
勃
発
後

の
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
に
は
「
学
生
興
亜
会
」
な
ど
が
相
次
い
で
結
成
さ
れ
、
国
家
主
義
的
諸
活

動
が
す
す
め
ら
れ
た
。
商
学
部
で
は
一
九
三
三
年
に
学
則
を
改
正
し
て
、
教
練
を
三
年
間
必
修
と
し
た
新

科
目
を
設
置
し
、
一
九
三
八
年
国
家
総
動
員
法
を
背
景
に
「
興
亜
科
」
の
設
立
が
決
定
し
、
専
門
部
興
亜

科
が
商
学
部
に
設
置
さ
れ
た
。
興
亜
科
（
現
産
業
経
営
科
の
前
身
）
は
経
営
科
・
農
政
科
・
厚
生
科
の
四

科
か
ら
な
っ
て
お
り
、
経
営
科
は
「
主
と
し
て
満
蒙
支
に
お
け
る
鉱
業
・
工
業
に
従
事
す
る
中
堅
管
理
経

営
者
を
養
成
す
」
、
貿
易
科
は
「
主
と
し
て
東
亜
及
南
洋
に
お
け
る
一
般
商
業
・
貿
易
業
・
金
融
業
・
運

輸
及
航
空
・
関
税
等
に
従
事
す
る
者
を
養
成
す
」
、
農
政
科
は
「
主
と
し
て
満
蒙
支
に
お
け
る
農
業
・
林
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業
・
牧
畜
業
等
の
経
営
者
農
村
及
合
作
社
の
指
導
老
を
養
成
し
、
兼
て
日
本
移
民
団
の
中
堅
人
物
を
育
成

す
」
、
厚
生
科
は
「
主
と
し
て
満
蒙
支
に
お
け
る
公
務
・
教
育
・
社
会
事
業
・
社
会
教
化
等
に
従
事
す
る

も
の
を
養
成
す
」
、
と
「
志
望
者
要
覧
」
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
設
置
目
的
は
日
本
帝
国
主
義
の
中

国
大
陸
に
対
す
る
植
民
地
侵
略
の
国
策
と
符
号
し
た
教
育
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
興

亜
科
の
履
修
時
間
数
の
う
ち
、
支
那
語
十
時
間
・
東
亜
事
情
四
時
間
・
訓
育
二
時
間
と
中
国
大
陸
生
活
必

要
科
目
が
総
数
時
間
数
の
七
三
％
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
実
証
さ
れ
る
。
そ
の
な
か
の
「
訓
育
」

科
目
と
は
「
八
紘
一
宇
の
皇
道
精
神
に
基
き
、
質
実
剛
健
な
る
思
想
を
酒
養
し
、
東
亜
新
秩
序
建
設
の
為

め
、
率
先
自
ら
事
に
当
り
得
る
堅
固
な
る
志
操
を
養
成
す
」
と
あ
り
、
興
亜
科
を
象
徴
す
る
科
目
で
あ

り
、
天
皇
制
教
育
の
縮
図
を
み
る
お
も
い
が
す
る
。

　
興
亜
科
に
み
ら
れ
る
天
皇
制
・
軍
国
主
義
教
育
は
太
平
洋
戦
争
に
突
入
す
る
過
程
で
一
段
と
強
ま
っ
て

い
っ
た
。
］
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
三
月
文
部
省
の
指
導
の
も
と
、
「
本
国
ハ
建
学
ノ
精
神
二
基
キ
、

臣
道
ヲ
実
践
シ
、
現
下
高
度
国
防
国
家
体
制
ノ
建
設
ニ
ツ
キ
、
負
荷
ノ
大
任
二
堪
フ
ベ
キ
人
材
ヲ
育
成
ス

ル
ヲ
以
テ
目
的
と
ス
」
、
「
明
治
大
学
報
国
団
」
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
報
国
団
は
本
校
団
・
女
子
部
団
・

大
学
予
科
団
・
明
治
中
学
校
団
・
明
治
商
業
学
校
団
の
全
学
組
織
を
形
成
し
、
文
部
省
の
全
国
的
な
学
校
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報
国
隊
の
体
制
に
組
み
込
む
団
則
を
制
定
し
た
。
こ
の
報
国
団
は
、
「
学
校
教
練
食
料
増
産
作
業
其
ノ
他

各
種
団
体
訓
練
等
、
実
施
ヲ
効
果
ア
ラ
シ
ム
ル
」
こ
と
が
責
務
と
さ
れ
て
い
た
。
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）

年
一
二
月
八
日
の
太
平
洋
戦
争
開
始
に
先
立
っ
て
、
文
部
省
は
九
月
六
日
に
学
生
の
修
業
年
限
を
六
ヵ
月

間
短
縮
し
て
兵
力
増
強
の
一
策
と
し
、
大
学
内
で
の
軍
事
教
練
の
強
化
を
示
唆
し
た
。
明
治
大
学
で
も
配

属
将
校
を
中
心
に
軍
事
教
練
を
始
め
と
し
た
軍
国
主
義
教
育
を
強
め
る
と
共
に
、
食
料
増
産
の
勤
労
奉
仕

に
専
門
部
一
年
生
六
〇
〇
人
を
北
海
道
に
派
遣
し
た
り
、
石
川
島
造
船
所
や
愛
知
航
空
機
株
式
会
社
に
一

九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
の
「
学
徒
勤
労
令
」
公
布
に
よ
っ
て
「
勤
労
即
教
育
」
と
全
学
生
が
勤
労
動
員

に
協
力
し
た
。
さ
ら
に
、
学
徒
出
陣
は
一
九
四
一
年
の
「
兵
役
法
」
の
改
正
に
よ
っ
て
、
修
学
年
限
の
短

縮
と
徴
兵
検
査
義
務
付
け
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
六
）
年
「
在
学
徴
集
延
期
臨
時
特
例
」
の
勅
令
の
公
布

に
よ
っ
て
、
学
生
の
徴
兵
猶
予
が
全
面
的
に
停
止
さ
れ
、
文
科
系
学
生
の
大
量
入
営
、
入
団
の
「
学
徒
出

陣
」
期
を
む
か
え
、
翌
一
九
四
四
年
一
〇
月
に
「
徴
兵
適
齢
特
例
」
の
公
布
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
一
歳
引

下
げ
ら
れ
、
予
科
在
学
生
の
徴
兵
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
明
治
大
学
の
「
学
徒
出
陣
」
学
生
の
数
は
、
現

在
の
調
査
で
は
三
、
六
〇
〇
人
余
に
の
ぼ
り
、
そ
の
中
商
学
部
関
係
者
は
学
部
、
専
門
部
合
せ
て
一
、
三

〇
〇
人
余
を
数
え
て
い
る
。
そ
の
学
徒
兵
の
な
か
で
戦
場
で
散
っ
て
い
っ
た
戦
没
者
の
数
は
正
確
な
数
を
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知
り
得
な
い
が
、
特
攻
隊
関
係
者
だ
け
で
陸
・
海
合
せ
て
一
五
四
人
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
中
商
学
部
三
四

名
（
興
亜
科
含
む
）
、
政
経
五
〇
名
・
法
二
〇
名
・
文
一
名
の
内
訳
と
な
っ
て
い
る
。
学
問
の
志
半
ば
に

し
て
二
〇
代
初
め
に
戦
場
へ
駆
り
出
さ
れ
、
散
っ
て
い
っ
た
学
徒
兵
の
こ
と
を
追
憶
す
る
と
き
戦
争
の
悲

哀
を
今
更
に
痛
感
す
る
。

　
戦
時
中
に
動
員
さ
れ
た
の
は
学
生
だ
け
で
は
な
く
大
学
の
施
設
も
徴
用
さ
れ
た
。
一
九
四
四
年
閣
議
で

「
緊
急
学
徒
勤
労
動
員
方
策
要
綱
」
が
決
定
さ
れ
て
校
舎
の
軍
需
工
場
化
が
示
唆
さ
れ
、
明
治
大
学
で
は

東
京
師
団
経
理
部
に
予
科
和
泉
校
舎
が
、
本
校
は
陸
軍
作
戦
主
脳
部
が
徴
用
し
た
。
ま
た
、
学
内
諸
施
設

の
戦
災
被
害
は
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
三
～
五
月
に
か
け
て
の
東
京
大
空
襲
に
よ
る
も
の
が
多
く
、

大
学
の
周
辺
は
、
四
月
一
三
日
の
空
襲
に
よ
っ
て
記
念
館
、
予
科
講
堂
に
損
害
を
う
け
た
が
大
学
関
係
者

の
懸
命
の
防
火
作
業
に
よ
っ
て
工
舎
の
焼
失
は
幸
い
ま
ぬ
が
れ
た
。
明
大
の
戦
災
損
害
金
は
二
、
五
四
一

万
円
に
の
ぼ
り
、
教
職
員
の
罹
災
者
は
五
七
人
を
数
え
た
。

　
こ
の
悲
惨
な
戦
争
も
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
八
月
一
五
日
敗
戦
と
い
う
形
で
終
っ
た
。
そ
の
日
を

境
に
日
本
の
歴
史
も
大
き
く
転
換
し
、
大
学
も
新
し
い
動
き
を
み
せ
た
。
九
月
↓
日
、
総
長
鵜
沢
総
明
は

「
平
和
の
歴
史
的
任
務
を
徹
底
的
に
教
育
の
面
に
挿
入
」
す
る
と
の
談
話
を
発
表
し
、
出
陣
・
勤
労
動
員
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よ
り
復
帰
し
て
き
た
学
生
た
ち
に
大
学
の
新
し
い
姿
勢
を
示
し
、
九
月
半
ば
に
は
学
部
・
専
門
部
・
予

科
、
女
子
部
一
斉
に
講
義
を
再
開
し
た
。
よ
う
や
く
再
開
さ
れ
た
講
義
で
は
あ
っ
た
が
、
戦
災
に
よ
る
宿

舎
難
や
食
糧
難
そ
の
う
え
紙
や
ノ
ー
ト
も
な
い
物
不
足
と
イ
ン
フ
レ
に
よ
っ
て
、
学
園
生
活
は
大
変
で
あ

っ
た
。
一
〇
月
二
二
日
G
H
Q
は
日
本
教
育
制
度
の
軍
国
主
義
的
・
超
国
家
主
義
的
教
育
の
禁
止
を
指
令

し
、
明
治
大
学
で
も
専
門
部
の
「
経
営
科
」
を
旧
称
「
商
科
」
に
復
帰
し
、
「
興
亜
科
」
が
「
産
業
経
営

学
科
」
に
改
称
す
る
な
ど
戦
時
色
の
脱
皮
を
は
か
っ
た
。
ま
た
、
大
学
は
戦
後
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
大
学
財

政
の
危
機
を
乗
り
切
る
た
め
に
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
四
月
に
大
幅
定
員
増
と
学
費
値
上
げ
を
し
、

「
明
治
大
学
学
部
学
則
」
を
改
正
し
、
新
制
大
学
へ
の
移
行
準
備
を
始
め
た
。
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四
、
新
制
大
学
の
発
足
と
新
制
商
学
部

　
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
二
月
二
一
日
、
新
制
の
明
治
大
学
が
発
足
し
た
。
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）

年
四
月
二
日
、
明
治
大
学
で
は
大
明
治
建
設
実
行
委
員
会
が
誕
生
し
、
戦
後
日
本
の
復
興
を
教
育
に
求
め

る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
、
「
規
模
の
拡
充
と
内
容
の
充
実
」
を
は
か
る
総
合
大
学
構
想
の
実
現
に
向
け
て

の
組
織
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
「
総
合
大
学
と
し
て
新
制
大
学
基
準
条
件
に
適
合
せ
し
め
る
」
た
め
の
必



要
資
金
づ
く
り
と
総
合
大
学
の
組
織
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
大
明
治
建
設
資
金
調
達
目

標
を
一
億
円
と
し
募
金
活
動
を
は
じ
め
、
一
方
総
合
大
学
と
し
て
法
・
商
・
政
経
の
三
学
部
に
文
・
工
・

農
学
部
を
加
え
た
六
学
部
を
も
っ
て
、
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
七
月
三
〇
日
に
「
新
制
大
学
設
置
認

可
申
請
書
」
を
文
部
省
に
提
出
し
、
翌
年
二
月
に
申
請
通
り
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
夜
間
部
（
二
部
）
に

つ
い
て
も
、
同
年
の
三
月
二
五
日
に
認
可
さ
れ
、
短
期
大
学
に
つ
い
て
は
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
三

月
一
四
日
に
認
可
さ
れ
、
六
学
部
一
・
二
部
と
↓
短
大
の
組
織
が
新
制
大
学
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
に
は
新
制
の
大
学
院
が
開
設
さ
れ
、
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
旧
制
の

専
門
部
・
女
子
専
門
部
・
東
京
明
治
工
業
専
門
学
校
・
明
治
農
業
専
門
学
校
は
、
そ
の
歴
史
的
使
命
を
お

え
て
廃
止
さ
れ
、
つ
い
で
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
三
月
旧
制
学
部
が
廃
止
さ
れ
、
こ
の
と
き
に
新
制

学
部
第
一
回
卒
業
生
と
の
合
同
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

　
旧
制
の
消
え
た
こ
の
年
商
学
部
は
創
立
五
〇
周
年
を
迎
え
、
　
一
一
月
二
八
日
の
三
日
間
に
わ
た
っ
て
記

念
祭
が
挙
行
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
年
に
商
学
部
の
分
身
と
し
て
、
商
学
部
所
属
の
佐
々
木
吉
郎
教
授
が

経
営
学
部
を
新
設
し
、
明
治
大
学
は
現
行
の
七
学
部
一
短
大
の
体
制
に
発
展
し
た
。
こ
の
経
営
学
部
は
、

商
学
部
に
産
業
経
営
学
科
が
あ
り
、
経
営
学
部
商
業
経
営
学
科
の
名
称
で
申
請
・
発
足
し
、
一
九
五
七
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（
昭
和
三
二
）
年
に
現
在
の
経
営
学
部
経
営
学
科
と
改
称
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
明
治
大
学
で
は
、
新
制
大
学
に
移
行
し
た
翌
年
に
創
立
七
〇
周
年
を
迎
え
、
記
念
祝
典
に
天
皇
の

臨
席
を
え
、
そ
の
記
念
事
業
と
し
て
大
学
院
校
舎
の
建
設
を
企
画
す
る
な
ど
新
制
大
学
と
し
て
の
明
治
大

学
の
拡
充
・
発
展
の
転
機
と
な
っ
た
。

　
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
三
月
に
は
大
学
経
営
組
織
「
学
校
法
人
明
治
大
学
」
が
設
立
さ
れ
、
明
治

大
学
の
歴
史
と
伝
統
を
回
顧
し
、
建
学
の
精
神
や
理
念
を
再
検
討
し
た
「
寄
付
行
為
」
が
改
正
さ
れ
、
新

し
い
評
議
員
や
大
学
役
員
が
選
出
さ
れ
た
。
総
長
鵜
沢
総
明
、
学
長
春
日
井
薫
、
理
事
長
は
鵜
沢
総
長
が

兼
職
し
、
新
制
商
学
部
長
は
春
日
井
薫
学
長
が
事
務
取
扱
い
と
し
て
兼
職
さ
れ
た
。

　
新
制
商
学
部
は
一
学
部
一
学
科
体
制
か
ら
商
学
科
と
産
業
経
営
学
科
の
二
学
科
体
制
へ
移
行
し
、
入
学

定
員
は
商
科
三
〇
〇
人
、
産
経
科
三
〇
〇
人
の
計
六
〇
〇
人
、
夜
間
部
も
同
じ
計
六
〇
〇
人
で
ス
タ
ー
ト

し
、
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
に
商
学
科
五
〇
〇
人
、
産
業
経
営
学
科
三
〇
〇
人
計
八
〇
〇
人
に
改
め

ら
れ
た
。
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
四
月
か
ら
大
学
院
博
士
課
程
が
発
足
し
、
修
士
・
博
士
両
課
程
を

も
つ
商
学
研
究
科
が
開
設
さ
れ
、
新
学
制
の
施
行
に
よ
る
教
学
体
制
は
整
っ
た
。
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五
、
新
し
い
商
学
部
の
飛
躍
と
発
展
を
も
と
め
て

　
新
制
大
学
へ
の
教
学
面
で
の
移
行
が
着
々
と
す
す
み
整
備
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、
大
学
の
管
理
運
営
の

改
善
を
め
ぐ
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
問
題
が
起
り
、
そ
れ
に
照
応
し
て
つ
ぎ
つ
ぎ
と
活
動
組
織
が
生
ま
れ
て
い

っ
た
。
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
私
立
大
学
と
し
て
二
番
目
に
結
成
さ
れ
た
教
職
員
組
合
を
は
じ
め
、

学
生
の
自
治
組
織
一
部
の
「
学
生
会
」
二
部
の
「
学
苑
会
」
が
結
成
さ
れ
、
さ
ら
に
、
一
九
五
三
（
昭
和

二
八
）
年
に
は
専
任
教
員
に
よ
る
任
意
の
全
学
的
組
織
「
専
任
教
授
連
合
会
」
と
同
じ
く
全
学
職
員
の
組

織
「
職
員
会
」
が
結
成
さ
れ
る
な
ど
、
明
治
大
学
の
発
展
を
め
ざ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
活
動
し
た
。

　
記
憶
に
残
る
歴
史
的
運
動
を
み
て
み
る
と
、
一
九
五
三
年
商
学
部
三
年
七
組
の
運
動
か
ら
広
が
っ
て
い

っ
た
不
正
入
学
反
対
の
「
学
園
浄
化
運
動
」
も
こ
れ
に
呼
応
し
た
専
任
教
授
連
合
会
の
「
大
学
機
構
改
革

運
動
」
が
強
く
印
象
に
残
る
。
商
学
部
学
生
の
怒
り
の
抗
議
は
定
員
六
〇
〇
名
に
対
し
入
学
者
が
二
〇
〇

〇
名
に
も
の
ぼ
り
、
そ
の
不
正
入
学
に
対
す
る
大
学
当
局
へ
の
管
理
・
運
営
の
あ
り
方
を
追
求
す
る
素
朴

な
運
動
か
ら
は
じ
ま
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
が
全
学
的
に
広
が
り
、
抗
議
の
ス
ト
ラ
イ
キ
ま
で
に
進
展
し
て

い
っ
た
。
こ
の
運
動
を
連
合
教
授
会
が
学
生
へ
自
治
活
動
の
保
障
と
入
学
者
合
否
決
定
を
教
授
会
が
も
っ

て
不
正
入
学
を
排
除
す
る
二
つ
の
約
束
条
件
を
あ
っ
せ
ん
案
と
し
て
提
示
し
、
ひ
と
ま
ず
学
生
運
動
に
終
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止
符
が
う
た
れ
、
運
動
の
主
体
が
学
生
か
ら
専
教
連
へ
移
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
専
教
連
運
動
は
大
学
の
憲
法
と
も
い
う
べ
き
「
寄
付
行
為
」
の
改
正
を
求
め
て
活
動
し
、
新
し
い
大
学

運
営
の
最
高
機
関
で
あ
る
「
評
議
員
会
」
を
改
組
し
、
「
ク
リ
ー
ソ
・
ハ
ン
ド
」
の
評
議
員
と
理
事
を
選

出
し
て
終
息
し
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
専
教
連
改
革
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
機
と
し
て
裏
口
入
学
も
排
除

さ
れ
、
近
代
的
大
学
建
設
を
め
ざ
す
「
総
合
計
画
委
員
会
」
も
発
足
し
具
体
的
検
討
に
入
る
こ
と
に
な
っ

た
。　

一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
の
「
六
〇
年
安
保
」
の
激
動
の
あ
と
を
う
け
て
、
そ
の
年
の
七
月
に
成
立

し
た
池
田
内
閣
は
、
所
得
倍
増
を
ス
ロ
ー
ガ
ソ
に
「
高
度
成
長
政
策
」
を
押
し
す
す
め
た
。
こ
の
政
策
の

展
開
に
よ
っ
て
、
日
本
教
育
の
在
り
方
や
知
識
社
会
の
在
り
方
も
大
き
く
変
わ
り
、
明
治
大
学
も
変
容
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
高
度
経
済
成
長
・
技
術
革
新
に
よ
る
産
業
界
の
大
量
の
人
材
養
成
に
よ
る
大
学
の
大
衆
化
、
学
生
の
意

識
の
変
質
な
ど
大
学
は
新
し
い
対
応
に
せ
ま
ら
れ
た
。
し
か
し
、
大
学
は
そ
の
社
会
的
変
化
へ
の
対
応
に

遅
れ
、
学
生
の
要
望
や
要
求
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
ず
全
国
的
な
規
模
で
「
大
学
紛
争
」
が
勃
発
し
た
。

明
治
大
学
で
は
、
「
総
合
五
ヶ
年
計
画
」
を
立
て
、
そ
の
第
一
弾
と
し
て
、
和
泉
校
舎
教
養
課
程
拡
充
、
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工
学
部
の
移
転
・
拡
充
実
施
計
画
費
用
約
二
〇
億
円
が
計
上
さ
れ
、
新
た
な
維
持
費
（
施
設
拡
充
特
別
納

入
金
）
を
含
む
学
費
改
訂
と
い
う
形
で
の
対
応
が
お
こ
な
れ
た
。
こ
れ
が
学
生
紛
争
の
火
種
と
な
り
、
一

九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
前
後
を
中
心
に
「
全
共
闘
」
組
織
が
結
成
さ
れ
、
学
生
紛
争
の
嵐
が
全
国
に
吹

き
荒
れ
、
明
治
大
学
は
駿
河
台
校
舎
が
全
共
闘
運
動
の
代
表
的
な
拠
点
の
一
つ
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
大

学
の
受
け
た
傷
跡
は
大
き
か
っ
た
。
一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
九
月
に
「
全
明
治
全
学
共
闘
会
議
」
が

結
成
さ
れ
て
、
「
バ
リ
ケ
ー
ド
」
の
全
学
封
鎖
、
「
大
学
解
体
」
の
政
治
闘
争
に
発
展
し
、
こ
れ
に
対
応
し

て
佐
藤
政
府
は
「
大
学
立
法
」
を
制
定
し
、
大
学
は
「
大
学
改
革
準
備
委
員
会
」
を
設
け
、
大
学
教
育
・

経
営
の
改
革
案
な
ど
を
発
表
し
紛
争
解
決
の
糸
口
を
見
出
す
努
力
を
し
た
。
し
か
し
、
「
全
共
闘
」
学
生

の
抵
抗
は
強
く
、
大
学
は
一
九
六
九
年
一
〇
月
九
日
全
校
舎
に
機
動
隊
を
導
入
し
て
、
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
し

一
一
月
一
〇
日
よ
り
授
業
を
再
開
し
、
新
し
い
将
来
の
展
望
を
開
く
た
め
に
「
大
学
の
研
究
・
教
育
改
革

案
」
を
示
す
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
試
行
錯
誤
を
く
り
返
し
な
が
ら
時
間
に
よ
る
鎮
静
化
を
ま
っ
た
。
大
学
に

　
　
　
　
す
さ

嵐
が
吹
き
荒
ぶ
な
か
で
、
明
る
い
話
題
が
あ
っ
た
。
大
阪
の
大
東
電
気
株
式
会
社
か
ら
創
業
二
〇
周
年
を

記
念
し
て
、
百
万
円
が
商
学
部
に
指
定
寄
付
さ
れ
、
学
部
内
に
奨
学
資
金
運
営
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
四
五
年
か
ら
奨
学
論
文
募
集
制
度
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
は
今
も
商
学
部
学
生
へ
の
教
育
効
果
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を
あ
げ
て
い
る
。

　
田
中
豊
喜
商
学
部
長
の
授
業
妨
害
な
ど
全
共
闘
運
動
の
後
遺
症
が
長
く
続
い
た
大
学
紛
争
も
鎮
静
化

し
、
新
し
い
企
て
の
一
つ
と
し
て
国
際
交
流
の
教
育
・
研
究
機
関
を
設
置
す
る
な
ど
大
学
の
再
興
が
は
か

ら
れ
、
一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
に
は
、
幾
多
の
風
雪
を
潜
り
抜
け
て
明
治
大
学
創
立
一
〇
〇
周
年
を

迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
↓
O
O
周
年
記
念
式
典
が
↓
一
月
四
日
日
本
武
道
館
で
挙
行
さ
れ
、
記
念
事
業
と
し
て
講
演
会
に
ラ
イ

シ
ャ
ワ
ー
元
駐
日
米
大
使
と
明
治
大
学
出
身
三
木
元
首
相
を
招
き
、
大
学
会
館
・
図
書
館
建
設
や
一
〇
〇

年
史
の
編
纂
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
商
学
部
で
は
一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年
一
月
大
学
院
南
講
堂
で
創
立
七
〇
周
年
記
念
祝
典
を
一
九
八

四
（
昭
和
五
九
）
年
＝
月
日
本
工
業
倶
楽
部
で
八
〇
周
年
記
念
式
典
を
元
首
相
三
木
武
夫
を
は
じ
め
多

く
の
来
賓
と
教
職
員
が
会
し
て
、
新
た
な
学
部
の
節
目
を
祝
っ
た
。
今
年
は
創
立
九
〇
周
年
を
迎
え
る
。

創
立
の
節
目
・
節
目
を
祝
う
と
き
、
流
動
す
る
社
会
情
勢
に
対
応
し
な
が
ら
発
展
し
て
き
た
大
学
・
学
部

の
歴
史
を
懐
し
く
思
い
起
す
と
同
時
に
、
つ
ぎ
の
節
目
の
発
展
に
向
け
て
の
新
た
な
決
意
に
燃
え
る
。
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六
、
お
わ
り
に
ー
一
一
一
世
紀
の
商
学
部
の
発
展
に
向
け
て
。

　
大
学
は
創
立
一
〇
〇
周
年
を
無
事
終
え
、
商
学
部
は
創
立
九
〇
年
か
ら
一
〇
〇
周
年
へ
と
、
つ
ぎ
の
二

一
世
紀
を
前
に
し
て
新
し
い
第
一
歩
を
踏
み
だ
そ
う
と
し
て
い
る
。
歴
史
の
流
れ
は
速
く
、
新
し
い
教
育

・
研
究
に
対
す
る
社
会
の
要
請
は
変
容
し
厳
し
く
な
っ
て
く
る
。

　
文
部
省
は
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
七
月
大
学
審
議
会
（
会
長
石
川
忠
雄
）
の
答
申
に
よ
っ
て
、
大
学

設
置
基
準
を
改
正
・
施
行
し
、
こ
れ
を
大
学
に
要
請
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
い
ま

ま
で
の
「
大
学
設
置
基
準
」
は
ど
の
大
学
の
教
養
課
程
も
、
ほ
ぼ
同
じ
科
目
が
置
か
れ
、
何
を
何
時
間
履

修
す
る
べ
き
か
決
ま
っ
て
い
た
。
ま
た
、
学
部
別
の
専
門
科
目
も
、
同
じ
学
部
な
ら
ば
大
学
別
の
ち
が
い

は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
の
が
現
実
で
あ
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
画
一
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ

を
改
正
し
て
、
個
々
の
大
学
が
大
学
独
自
の
特
色
あ
る
教
育
・
研
究
を
行
な
う
こ
と
を
狙
い
と
し
た
も
の

で
、
具
体
的
に
は
教
養
課
程
の
見
直
し
、
一
般
教
育
科
目
・
専
門
教
育
科
目
区
分
の
規
定
の
廃
止
な
ど
で

あ
り
、
戦
後
の
大
学
を
規
定
し
て
き
た
基
本
的
な
教
育
課
程
が
廃
止
さ
れ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
は
各
大

学
の
自
主
的
な
判
断
に
委
ね
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
」
と
呼
ん
で

い
る
。
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こ
れ
を
受
け
て
、
明
治
大
学
で
は
昨
年
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
を
全
学
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
商
学
部
で
も
、
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
実
施
を
目
標
に
し
て
教
授
会
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
教
育
・

研
究
理
念
に
よ
る
自
己
点
検
・
評
価
の
検
討
委
員
会
を
つ
く
り
、
二
］
世
紀
の
国
際
化
・
情
報
化
社
会
に

む
け
て
の
商
学
部
の
教
育
・
研
究
の
検
討
を
す
す
め
て
い
る
。

274


